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　議事日程
　　午後 1時 58 分開議
日程第１　会期決定の件
日程第２　議案第１号ほか１件上程
　
　会議に付した案件
　１　開会宣言
　１　会議録署名議員の指名　
　１　議員辞職について報告
　１　諸般の報告
　１　日程第１
　１　広域連合長の発言
　１　日程第２

出席議員（16人）
　　議　長　17番　　黒　木　　　満　君
　　副議長　８番　　坂　本　裕　人　君
　　　　　　１番　　東　　　隆　行　君
　　　　　　２番　　秋　里　廣　志　君
　　　　　　３番　　舘　　　忠　良　君
　　　　　　４番　　和　田　　　淳　君
　　　　　　５番　　立　石　　　巧　君
　　　　　　６番　　鎌　田　民　子　君
　　　　　　９番　　秋　田　慎　一　君
　　　　　　10番　　村　上　和　繁　君
　　　　　　11番　　土　岐　政　人　君
　　　　　　12番　　松　永　征　明　君
　　　　　　13番　　三　木　　　均　君
　　　　　　14番　　松　尾　和　仁　君
　　　　　　15番　　戸　田　　　悟　君
　　　　　　16番　　酒　巻　勝　美　君

欠席議員（１人）
　　　　　　７番　　上　林　陸　夫　君

本会議場に出席した者
広 域 連 合 長　　蝦　名　大　也　君
副広域連合長　　佐　藤　廣　高　君

副広域連合長　　日野浦　正　志　君
事 務 管 理 者　　松　浦　尊　司　君
監 査 委 員　　榆　金　達　朗　君
事 務 局 長　　小　林　　　強　君
事 務 局 次 長　　永　田　　　裕　君
事 務 局 主 幹　　松　田　義　明　君

議会事務局職員
議会事務局長　　山　根　誠　一　君
議 事 課 長　　松　田　富　雄　君
議事課長補佐　　渡　邊　和　典　君
議事課長補佐　　長野谷　宣　之　君

平成24年第　1　回２月定例会

釧 路 広 域 連 合 議 会 会 議 録　　第　　1　　日

平成24年　2　月21日（火曜日）

　午後１時58分
　開会宣告
○議長黒木　満君　　　皆様ご苦労さまでございま
す。
　出席議員が定足数に達しておりますので、平成24年
第１回釧路広域連合議会２月定例会は成立いたしまし
た。
　よってこれより開会いたします。直ちに会議を開き
ます。
　
　会議録署名議員の指名
○議長黒木　満君　　　会議録署名議員の指名を行い
ます。
　今定例会の会議録署名議員は、会議規則第96条の規
定により、

３番　舘　　　忠　良　議員
11番　土　岐　政　人　議員

を指名いたします。
　
　議員辞職について報告
○議長黒木　満君　　　　日程に先立ち、議長から議
員の辞職について報告をいたします。
　去る平成24年２月13日、上林陸夫議員から、一身上
の都合により釧路広域連合議会議員を辞職したい旨の
辞表の提出があり、これを受理のうえ、同日付で許可
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いたしましたので、会議規則第74条第２項の規定によ
り、報告をいたします。
　事務局長に諸般の報告をさせます。
　
　諸般の報告
○議会事務局長山根誠一君　　　報告をいたします。
　ただいまの出席議員は、16人であります。
　今議会に連合長から提出された議案は、議案第１号
及び第２号であります。
　次に監査委員から地方自治法第199条第９項の規定
に基づき、監査報告書の提出がありました。
　また、同号第235条の２、第３項の規定に基づき、
例月現金出納検査報告書の提出がありました。
　次に本日の議事日程は、日程第１、会期決定の件、
日程第２、議案第１号及び第２号であります。
　以上で報告を終わります。
　
　日程第　1　　会期決定の件
○議長黒木　満君　　　日程第１、会期決定の件を議
題といたします。
　お諮りいたします。
　今会期は本日１日間としたいと思います。これにご
異議ございませんか。
　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長黒木　満君　　　ご異議なしと認めます。
　よって会期は本日１日間と決しました。
　
○議長黒木　満君　　　この際連合長から発言を求め
られておりますので、これを許します。
　連合長。
　
　広域連合長の発言
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　発言のお許し
をいただきましたので、一言ご挨拶を申し上げます。
　関係町村長、議員の皆様におかれましては、時節柄
御多用の折、本日ここにお集まりをいただき、平成24
年第１回釧路広域連合議会２月定例会を開催できまし
たことに、心から感謝と御礼を申し上げます。
　広域連合清掃工場は、平成18年４月の供用開始か
ら、早いもので来年度７年目を迎えるところでござい
ます。この間、構成市町村の円滑な連絡調整が図られ
るなか、順調に稼動を続けており、排ガスなどの環境
基準も十二分に達成され、安全で安定した運営体制が
確立されてきたものと考えております。
　さて、平成24年１月末現在における、これまでの処
理状況につきまして、ご報告をさせていただきます。
　ごみの搬入量につきましては、昨年同期と比較いた
しまして、約830トン、率にして1.5％ほど、増加して
おります。ごみの焼却量につきましては、1,650トン
ほど減少しておりますが、２つの炉を計画的に運用す

ることにより、効率的に焼却処理を行っております。
　次に、本施設の特徴でございます、資源循環の取組
み状況についてでございますが、廃熱を利用した廃棄
物発電では、工場で使用する電力のほとんどを賄った
うえで、余剰電力の売電により5,700万円ほどの収入
を上げております。
　また、資源物である鉄やアルミの再利用について
も、市場価格の下落により、売却単価が下がっており
ますが、1,040万円あまりの収入となっております。
　経過等につきましては以上でございますが、この
後、議案といたしまして平成24年度一般会計予算及び
条例改正について、ご審議をいただくことになってお
りますので、何卒よろしくお願いを申し上げます。
　最後に当広域連合の業務執行に当たりましては、引
き続き安全で安定した稼動を基本とし、構成市町村の
負担金の抑制につながりますよう、尚一層の効率的で
経済的な運営を心掛け、最善の努力をしてまいる所存
でございます。今後とも議員各位並びに、関係住民、
各町村長の皆様方の更なるご理解とご協力をお願い申
し上げまして、ご挨拶とかえさせていただきます。
　
　日程第２　議案第１号ほか１件上程
○議長黒木　満君　　　日程第２、議案第１号及び第
２号を一括議題といたします。提案理由の説明を求め
ます。
　松浦事務管理者。
　
　提案説明
○事務管理者松浦尊司君（登壇）　　　ただいま、議
題に供されました各案件につきまして、提案の理由を
ご説明申し上げます。
　はじめに議案第１号、平成24年度釧路広域連合一般
会計予算についてご説明申し上げます。
　清掃工場の本格稼動から７年次目に当たります、平
成24年度の釧路広域連合一般会計予算の総額は、歳入
歳出それぞれ前年度対比7.3％減の11億7千229万7千円
となっております。まず歳出の主な内容につきまし
て、ご説明申し上げます。
　第１款、議会費につきましては、前年度対比１万円
減の71万7千円を計上いたしました。また、第２款、
総務費につきましては、前年度対比12.7％減の3千642
万4千円を計上いたしました。次に第３款、衛生費で
ありますが、前年度対比9.9％減の７億9千602万6千円
を計上いたしました。
　その主な内容は、委託料における清掃工場運営維持
管理業務委託費によるものです。第４款、公債費につ
きましては、一般廃棄物処理事業債などの起債償還に
伴い、３億3千883万円を計上いたしました。第５款、
予備費につきましては、前年度同額の30万円を計上い
たしました。
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　次に歳入の主な内容につきまして、ご説明申し上げ
ます。
　第１款、負担金につきましては、広域連合構成市町
村からの負担金で、前年度対比9.5％減の９億3千218
万4千円を計上いたしました。第２款、使用料及び手
数料についてでありますが、使用料につきましては、
行政財産の目的外使用料として、６千円を計上、また
手数料につきましては、家庭系可燃ごみの直接搬入及
び、小動物搬入に係るごみ焼却手数料、１億7千575万
5千円を計上しております。
　使用料及び手数料を合わせまして、前年度対比３％
増の１億7千576万1千円を計上いたしました。第３
款、繰越金につきましては、前年度と同額の計上と
なっております。
　第４款、諸収入につきましては、売電収入及び資源
物売払収入などで、前年度対比0.2％増の6千435万1千
円を計上しております。
　以上をもちまして、平成24年度釧路広域連合一般会
計予算の説明を終わります。
　次に議案第２号、「釧路市に関する規定を釧路広域
連合条例として準用する条例の一部を改正する条例」
についてでありますが、今回の条例改正は、地方公務
員法に基づく職員の再任用に関し、所要の整備を図る
ものであります。
　以上をもちまして、各案件に対する説明を終わりま
す。よろしくご審議の上、原案どおりご承認ください
ますよう、よろしくお願い申し上げます。
　
　質疑・一般質問
○議長黒木　満君　　　これより質疑並びに一般質問
を行います。
　通告がありましたので、10番村上和繁議員の発言を
許します。
　10番村上和繁議員。
○10番村上和繁君（登壇）　　　通告に従いまし
て、一般質問をさせていただきます。
　まず、ダイオキシン類の測定について伺います。
　現状でのダイオキシン測定にかかる問題として、次
のような点が指摘をされていますが、広域連合として
どう認識しているのかを、まずお聞かせください。第
１の点は、ダイオキシン類の測定について、現在は４
時間の平均を基本とし、炉の燃焼状況が安定をした時
点から最低１時間以上経過後に試料を採取して、測定
をするというふうに定められています。
　ダイオキシンの濃度が高くなるのは、炉の立ち上げ
時と立ち下げ時とされていますが、広域連合の清掃工
場の場合、炉の立ち上げ立ち下げ時は、補助バーナー
を使用、炉内の温度が十分高温になるまでは、ごみを
投入していないということですので、この時点でのダ
イオキシン類の発生は抑えられているとは考えており

ますけれども、それでも発表されているダイオキシン
類の数値を超えるダイオキシン類が、いずれかの時点
で発生、排出されていないかどうかは、確認はできま
せん。
　ここに多くの住民の不安があるわけですが、広域連
合としてどう認識をしているのか、まずお聞かせくだ
さい。
　２点目、サンプリングスパイク等の問題についても
伺います。排ガスから試料採取時にダイオキシンを捕
捉をすべきろ紙やウレタンフォームを一部のダイオキ
シンが通り抜けてしまう、こういう問題があり、生成
したダイオキシンを完全に捕捉することは、なかなか
難しいと言われています。そこで、既知の試薬となる
ダイオキシン類を別途添加をし、これはサンプリング
材を添加、スパイクをするので、サンプリングスパイ
クというふうに呼ばれるのだそうですが、このサンプ
リングスパイクによって添加をされた添加材が、どの
程度捕捉をされたのかで、ダイオキシンがどの程度正
確に捕捉をされているか、それを検証するシステムが
ございます。サンプリングスパイクは、このように試
料採取時の損失、主に排ガス、大気作業環境、水質を
見るためのものですが、他にもクリーンアップスパイ
ク、これは分析操作中の抽出前処理の時点でのダイオ
キシン類の損失を確認をするものですし、シリンジス
パイク、これら２つのスパイクの回収率を出すため
に、あるいは測定装置の変動を見るために検証され
る、こういうようなシステムがございます。
　こうした試料の採取分析過程でのダイオキシン類の
損失をチェックする措置は、実際の広域連合の清掃工
場の場合、どのように行われているのか、お聞かせく
ださい。
　次は連続モニタリングシステムについて広域連合と
しての認識をお聞きします。
　広域連合の清掃工場では、年間２回の測定が行われ
ているわけですが、できれば、連続をしてダイオキシ
ン類の測定をしてもらいたい、そんなふうに思ってい
るんですが、リアルタイムで、ダイオキシンを測定す
る技術は、まだ開発途上だといわれています。しか
し、それを補うものとして、ダイオキシン類の連続モ
ニタリングシステムが開発されています。これは焼却
炉内の排ガスを一定期間、連続して採取をし、その間
のダイオキシン類の総排出量、平均などを測定できる
ようにするもので、これを繰り返すことで、年間を通
じての炉のダイオキシン類の排出状況を監視できると
いうものです。
　23年２月議会の答弁で、国内では４施設、６台が導
入されているとのことです。外国に目を転じますと、
ベルギーなどでは、法律でこの連続モニタリングが義
務づけられていて、環境の改善にも寄与しているとい
うふうにお聞きをしています。是非日本でもこうした
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連続モニタリングのシステムを、積極的に取り組むべ
きではないかと、私は考えています。そのために国に
対して、連続モニタリングシステムについて、ふさわ
しい規制値を設けることや、連続モニタリングシステ
ムの機器を導入する際の補助制度などを創設するよ
う、求めるべきではないかと考えますが、広域連合と
しての見解をお聞きします。
　併せて、広域連合が独自に連続モニタリングシステ
ムの導入を検討すべきと考えますが、併せての答弁を
いただきたいと思います。
　土壌の問題についてお伺いをします。煙突を通し
て、大気中などにダイオキシン類が放出された場合、
土壌に蓄積をすることが考えられます。お聞きしたと
ころでは、清掃工場の境界線のところなどで、敷地
内、年１回の土壌の検査を行っているとお聞きをして
います。しかし、高い煙突もあることなどから、事情
は単純ではありません。風上よりは風下方向に、また
煙突の真下よりは、ちょっと離れた地域に濃度が高く
なる、こういうことが考えられるわけです。実際にこ
れは、産廃の焼却炉の例なんですが、神奈川県の厚木
基地に隣接をして、産廃の焼却炉がありました。アメ
リカからダイオキシンの発生を懸念をする、こういう
問題が日本政府に指摘をされて、日米双方で米軍基地
内も含めたダイオキシンの測定が行われたことがあり
ました。もちろん焼却炉から遠く離れれば、総体的に
はダイオキシン濃度は低くなるということはあるんで
すが、焼却炉からの距離というよりも、風上、風下、
あるいは煙突の直下よりは、少し離れたところなど、
多様な要因がダイオキシン量には左右をしていること
が検証されています。そこで、清掃工場の敷地内だけ
ではなく、周辺の地域も含めて、土壌のダイオキシン
量の検査を一度行ってみるべきではないかと考えます
が、ご答弁をいただきたい。
　スラグについて伺います。スラグの安全性などにつ
いては、過去の議会でも私も含めて、さまざま議論を
させていただいておりますけれども、今回はスラグの
活用状況についてお聞きをします。平成18年度から
スラグの生産が始まるわけですが、これまで累計で
11,300トンのスラグを生産、これに対して有効活用さ
れたのは、3,247トンとお聞きをしています。利用率
は28.7%、４分の１程度の活用に留まっているという
ことになるのでしょうか。
　先ほど報告がありましたけれども、本年23年度の４
月から１月までの10ヶ月間の期間で、スラグの生産量
は1,680.01トンですが、これに対して販売量は578.84
トンと率にして34.5％というふうになっています。使
われていないスラグについては、現在は釧路市の最終
処分場で保管をしているともお聞きをしています。こ
うした利用状況について、広域連合としてどう認識を
しているのか、お聞かせください。

　次の質問です。
　野田首相は２月の10日、首相官邸で記者会見をして
いますが、東日本大震災の瓦礫の広域処理に関わっ
て、被災地における処理能力は限界があり、自己完結
できない。安全な瓦礫を全国で分かち合って、処理す
る広域処理が不可欠。安全情報の丁寧な発信に努めな
がら、協力をしてくれる自治体を増やしていきたいと
述べ、全国の自治体に広域処理の協力を呼び掛けてい
ます。広域連合のこの問題についての考え方は、前議
会でも質問をさせていただきましたけれども、これま
で受入れ条件として、放射性物質及びこれに汚染され
た廃棄物は除くとしていましたが、先に環境省が示し
た災害廃棄物の広域処理の推進に係るガイドラインで
は、放射性物質に汚染された廃棄物を完全に排除して
いないことが明らかとなり、放射性物質に汚染された
廃棄物が搬入される可能性が残る処理方法では、受入
れ条件が整わないことから、当初の受入れ可能の回答
を取り下げるというものです。ホームページにもこの
ように記載がされています。
　これからも先程申し上げたように、国、あるいは北
海道から様々な形で協力依頼等が来るとは思いますけ
れども、基本的には前議会でも触れたように、この見
解を維持していただきたいと考えています。
　また、事前にお聞きをした範囲では、この考えを変
えるつもりはなく、また、先日新聞にも報道されまし
たが、環境省と北海道が道内の市町村、広域連合等を
対象とした、この問題の説明会を行っていますが、釧
路広域連合はこの説明会には参加しなかったともお聞
きをしていますので、一安心をしているところでござ
います。しかし、特定の廃棄物にどの程度の放射性物
質が含まれるかは、これは震災の瓦礫に限ったことで
はありませんが、放射能の測定の手続きを経なければ
確認の出来ないことでもあります。
　北海道には、泊原発などもあり、万が一、泊原発で
重大な事故が起きた場合にはどうするのかなど、必要
な手立てをあらかじめ検討をしておくべき必要もある
のではないかと、私自身は考えています。
　この際、最低限でも必要となる放射能測定器につい
ては、是非配備しておくべきと考えますが、広域連合
としてのお考えをお聞きします。
　最後の質問です。広域連合のホームページの改善に
ついて一つ提案をさせていただきたいと思います。
　地域の人たちが、広域連合のホームページを見て、
一番知りたいと思うことは何でしょうか。もちろん、
搬入にかかる事務手続きや手数料などについても詳細
を述べて、アップをしておくことは当然のことです
が、炉が安全確実に運転されているのだろうか、排ガ
スに問題はないだろうか、こういうことも是非知りた
いと思うのが、住民の気持ちではないでしょうか。
　現在のホームページを見てみますと、ホームページ
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から施設の紹介、運転状況、こういうふうに辿ってい
きますと、排ガス分析結果というページを見ることが
できます。排ガスがどうかという数値がここに示され
ている訳ですが、示されている数値は22年度のもの
で、ほぼ１年前の数値が掲載をされています。
　ご承知のように広域連合の清掃工場のゲートの入口
には、排ガスの環境測定表示盤が設置をされ、ばいじ
ん、窒素酸化物、硫黄酸化物、塩化水素、一酸化炭素
については広域連合独自に常時の観測をしており、リ
アルタイムのその時点での数値が、掲示盤には表示を
されています。
　ダイオキシン類には、先ほど述べたとおり、年２回
の国の認証を受けた検査機関での数値が、直近のもの
が掲示をされている、こういうふうになっています。
　ばいじんなどの広域連合独自のリアルタイムの数値
と、ホームページに掲載をされている検査機関の数値
については、幾分かの違いがあることは説明を受けま
したけれども、できるだけ直近の数字を分かりやすく
知らせることも、ホームページとしては大事なのでは
ないかと思います。
　多額のホームページの改修の費用をかける必要はな
いとは思いますけれども、是非分かりやすく、なおか
つ直近の数字を示すように、是非前向きに検討をいた
だきたいと思いますがどうでしょうか。この点をお聞
きをして、私の一般質問といたします。
○議長黒木　満君　　　理事者の答弁を求めます。
　連合長。　
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　釧路市、村上
和繁議員の質問にお答えをいたします。
　まず、ダイオキシンの測定についての認識について
のご質問でございますが、広域連合の清掃工場では、
ごみ焼却処理に伴うダイオキシン類の発生防止のた
め、国が策定した「ごみ処理に係るダイオキシン発生
防止等ガイドライン」に基づき、施設の運転管理を
行っております。
　排ガスにつきましては、大気汚染防止法の規定値よ
りも、厳しい独自の自己規制値を定めて、公害防止の
徹底と環境への負荷低減に努めているところであり、
公的認証機関による排ガス分析の他、連続測定が可能
なばいじん、窒素酸化物等については、工場独自の測
定を行い、測定値を常時、開示をしているところでご
ざいます。
　ダイオキシン類につきましては、国におきまして、
「廃棄物処理におけるダイオキシン類標準測定分析マ
ニュアル」を規定しており、当工場でもこのマニュア
ルに基づき年２回、公的認証機関により実施し、常に
基準を下回る結果となっております。
　併せて、ダイオキシン類の発生と密接に関係すると
されている一酸化炭素濃度につきましては、これは24
時間連続測定を行う中で、連合独自の環境保全基準値

を確保していることから、基準値を超えるダイオキシ
ン類の発生、排出は無いと、このように判断をしてい
るところでございます。
　続きまして、サンプリングスパイク等の問題につい
てのご質問でございますが、ダイオキシン類のように
微量でかつ複雑な分離操作が必要とされる物質に対し
ては、サンプリングから分析までの各操作における回
収率を正しく評価する必要があるため、各操作の途中
で添加されるのが標準物質であり、分析対象物質と同
等の性質を持ち、しかも別々に測定できるものが、用
いられているところでございます。議員ご例示のサン
プリングスパイク、クリーンアップスパイク、シリン
ジスパイク等につきましては、各操作の過程で標準物
質を適切に添加する作業を行い、高性能の分析計によ
り、ダイオキシン類の測定を行っております。このよ
うに、最先端の確立された技術の中で、測定が行われ
ていることから、国が定めた基準による測定結果は非
常に精度の高いものと、このように認識をしていると
ころでございます。
　続きまして、ダイオキシン類の連続モニタリングシ
ステムについてのご質問でございます。
　ヨーロッパで開発された、連続採取装置、アメサと
いうことでございますが、これにつきましては、最大
４週間程排ガスを連続採取して、その期間中に排出さ
れたダイオキシン類の平均濃度を測定するもので、採
取から分析結果が出るまでに時間がかかることから、
日々の運転状況に即応できる装置ではないと、このよ
うに認識をしているところでございます。
　国内におきましては、焼却炉からのダイオキシン類
の排出濃度について、「ダイオキシン類対策特別措置
法」により、既設の焼却炉に適応されていた排ガス１
立方メートルあたり、80ナノグラムの基準が、平成14
年12月１日から強化されており、また当工場は0.1ナ
ノグラムと、最も厳しい排出基準を適応する施設と
なっております。
　この数値は世界的な基準と同レベルであり、ダイオ
キシン類による周辺環境への影響を十分考慮した基準
であると認識をしており、広域連合としては今後も国
が定めた基準により、測定を実施することとしている
ところでございます。
　次に連続モニタリングシステムの導入についてのご
質問でございますが、当工場では、ダイオキシン類の
発生量と密接な関係があるとされている、一酸化炭素
濃度や燃焼温度を24時間連続で測定し、これらの数値
を常時監視することにより、連続的なモニタリングを
行っているところでございます。
　次に、周辺土壌のダイオキシン類の蓄積についての
ご質問でございます。
　ダイオキシン類につきましては、国が定めた基準に
より排ガス中の濃度を定期的に測定し、毎回、排出基
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準を大きく下回る結果となっており、周辺環境への影
響を監視するための、大気汚染などに関する環境モニ
タリングでいずれの項目においても、評価基準を十分
確保し、問題のないことを確認をしているところでご
ざいます。尚、北海道が道内各地で行っております、
一般環境調査でございますが、釧路市内は春採測定局
で行われており、この大気中のダイオキシン類の測定
結果では、他地域よりも低い数値となっているところ
でございますので、ご報告させていただきます。
　次に、溶融スラグの利用状況に対する認識でござい
ますが、広域連合で搬出される溶融スラグにつきまし
ては、平成20年６月に、これを原材料として、北海道
エコスラグコンクリート製品協同組合と道立工業試験
場などが、共同研究により製品化したエコスラグ縁
石、Ｕ字側溝などのコンクリート二次製品が、北海道
認定リサイクル製品として認証を受けたところでござ
います。
　併せて、日本工業規格に基づく工業製品としての品
質基準を満たす骨材であることや、有害物質の含有量
検査等を行い、環境安全性にも配慮しながら、有効利
用の促進に努めてきたところでございます。
　広域連合といたしましては、北海道認定リサイクル
製品の認証を受けてからは、一定量の有効利用が継続
していると、このように判断をしているところでござ
います。
　続きまして、放射能測定機器の配備についてのご質
問でございます。
　福島原子力発電所の事故に伴う、放射性物質等の安
全対策は、国や北海道において、各種モニタリングの
実施と公開がされ、一定の安全が確認されていること
から、議員ご例示のような事故に対しましても、国、
北海道において同様の対応が図られているものと、こ
のように認識をしております。
　広域連合では、こういった事故による瓦礫は受入れ
ない対応としているところから、放射能測定機器の配
備は、現状では必要ないと考えている次第でございま
す。
　最後でございますが、観測数値の公表についてのご
質問でございます。
　環境測定表示盤では、ばいじん、窒素酸化物等につ
いて１時間毎の測定数値を表示、公表をしているとこ
ろでございます。ご質問にございました、ホームペー
ジ上での排ガス分析結果の公表についてでございます
が、ご質問のように早急にこれは検討をしてまいりた
いと、このように考えている次第でございます。
　私からは以上であります。
○議長黒木　満君　　　以上をもって質疑並びに一般
質問を終結いたします。
　
　議案第１号ほか１件討論省略

○議長黒木　満君　　　この際お諮りいたします。
　各案に対する討論を省略し、直ちに採決を行うこと
にご異議ございませんか。
　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長黒木　満君　　　ご異議なしと認めます。
　よって直ちに採決を行います。

　議案第１号表決（可決）
○議長黒木　満君　　　はじめに、議案第１号、平成
24年度釧路広域連合一般会計予算を採決いたします。
　本案を原案可決と決することに賛成の議員の起立を
求めます。
　〔起立多数〕
○議長黒木　満君　　　起立多数と認めます。
　よって本案は原案可決と決しました。

　議案第２号表決（可決）
○議長黒木　満君　　　次に、議案第２号、釧路市に
関する規定を釧路広域連合条例として準用する条例の
一部を改正する条例を採決いたします。
　本案を原案可決と決することに賛成の議員の起立を
求めます。
　〔起立全員〕
○議長黒木　満君　　　起立全員と認めます。
　よって本案は原案可決と決しました。

　閉会宣告
○議長黒木　満君　　　以上をもって、今議会の日程
はすべて終了いたしました。
　平成24年第１回釧路広域連合議会２月定例会は、こ
れをもって閉会いたします。
　大変ご苦労さまでした。

午後 2 時32分　閉会
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　地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

釧路広域連合議会　議　長　黒　木　　　満

　　　同　　　　　議　員　舘　　　忠　良

　　　同　　　　　議　員　土　岐　政　人

平成24年２月21日（火）第　1　回２月定例会・署名
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２　/21　
（火）

10番　村　上　和　繁
　　　　（釧路市）

1

１　ダイオキシン類の測定
　(1)　連続モニタリングシステム
　(2)　周辺土壌へのダイオキシン類の蓄積
２　スラグの利用状況
３　放射能測定
４　ホームページの改善

順位 月 日 議席番号・発言議員 　　　発　　　　言　　　　項　　　　目　　　（要旨）

平成24年第　1　回釧路広域連合議会２月定例会　質疑・一般質問発言項目一覧表
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曜

火

年　月　日

24．２　．21

区　　分

本 会 議

会　期

1

内　　　　　　　　　　　　　　　容

開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：58～14：32

会期の決定

広域連合長の発言

提案説明

質疑・一般質問

表決

閉会

平成24年第　1　回２月定例会議事経過

平成24年２月21日（火）第　1　回２月定例会・付録
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